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●建物を利用する人にとって、その空間の
快適性は重要な要素です。そこで、一般
的には、空調設備を利用して快適な空間
を創造しています。
●近年、エネルギーの安定供給確保と地球
温暖化防止のために、建物の省エネル
ギー化が望まれています。そこで、快適を
確保しつつ、省エネな空間を創造すること
が要求されます。

○スパコンによる数値流体解析を活用するこ
とにより、膜構造建築物の室内空間におけ
る光・熱・風環境シミュレーションが可能と
なり、総合的に快適性を評価することがで
きるようになりました。
○快適性を向上させるための技術として、
たとえばシーリングファンを取り入れた空間
を効率良く設計する技術を開発し、迅速に
より良い提案ができるようになりました。
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■利用成果

膜構造建築物の室内空間における
風環境シミュレーション

―風を取り入れた温熱環境の快適性評価―

写真1　建物の外観と構成部材

写真 2　建物の内観（膜構造建築物） 図1　流体解析モデル

図 3　解析結果（風速分布：床面＋1.2m）図 2　解析結果（風速と経路）


